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地域脱炭素の意義

脱炭素を通じて、地域課題を解決し、地域の魅力と質を向上させる地方創生に貢献

① 一人一人が主体となって、今ある技術で取り組める

② 再エネなどの地域資源を最大限に活用することで実現できる

③ 地域の経済活性化、地域課題の解決に貢献できる

快適・利便

断熱・気密向上
公共交通

防災・減災

非常時のエネルギー源確保
生態系の保全

経済・雇用

再エネ・自然資源
地産地消

循環経済
生産性向上
資源活用



熱中症の現状

⚫ 熱中症による死亡者数は増加傾
向が続いており、近年は年間
1,000人を超える年もある

⚫ 「熱中症警戒アラート」の発表
も実施しているが、熱中症予防
の必要性は未だ国民に浸透して
いない

⚫ 今後も極端な高温の発生リスク
も増加すると見込まれることか
ら、より積極的な熱中症対策を
進める必要がある



法位置づけによる熱中症対策の強化

現状 気候変動適応法の改正による措置

国
の
対
策

• 環境大臣が議長を務める熱中症
対策推進会議（構成員は関係府省

庁の担当部局長）で熱中症対策行
動計画を策定（法の位置づけなし）

• 熱中症対策実行計画として法定の閣議決定計画に格上げ
➢ 関係府省庁間の連携を強化し、これまで以上に総合的かつ計画

的に熱中症対策を推進

ア
ラ
ー
ト

• 環境省と気象庁とで、熱中症警
戒アラートを発信（法の位置づけな

し）

• 現行アラートを熱中症警戒情報として法に位置づけ
• さらに、より深刻な健康被害が発生し得る場合に備え、一

段上の熱中症特別警戒情報を創設（新規）

➢ 法令化により、以下の措置とも連動した、より強力かつ確実な
熱中症対策が可能に

地
域
の
対
策

• 極端な高温時への対策として、
クーリングシェルター等の活用
を限定的に実施

• 独居老人等の熱中症弱者に対す
る地域における見守りや声かけ
を行う自治体職員等が不足

• 市長村長が冷房設備を有する等の要件を満たす施設（公民館

や図書館、ショッピングセンター等）を指定暑熱避難施設（クーリ
ングシェルター）として指定可能（新規）

➢ 同施設は、特別警戒情報の発表期間中、一般に開放

• 市長村長が熱中症対策の普及啓発等に取り組む民間団体等
を熱中症対策普及団体として指定（新規）

➢ 地域の実情に合わせた普及啓発により、熱中症弱者の予防行動
を徹底



参考：指定暑熱避難施設（クーリングシェルター）

【愛知県】
〇豊田市
・市内公共施設（58か所）をクーリングシェルターに指定

令和５年７月14日（金）～９月30日（土）
開放時間は施設の開館時間に準ずる

・クーリングシェルターの協力事業者を募集中（電子申請）

https://www.city.toyota.aichi.jp/kurashi/kankyou/1055290/i
ndex.html

〇清州市
・市内公共施設（15か所）をクーリングシェルターに指定

令和５年７月１日（土）～９月30日（土）
開放時間は施設の開館時間に準ずる

https://www.city.kiyosu.aichi.jp/kenko_iryo/nechushotaisak
u/coolingshelter.html

〇蒲郡市
・市内公共施設（25か所）をクーリングシェルターに指定

令和５年７月７日（金）～９月30日（土）
開放時間は施設の開館時間（日中のみ）に準ずる
ネーミング：まちの涼み処「涼（すず）みん」

https://www.city.gamagori.lg.jp/uploaded/attachment/9537
8.pdf

〇岡崎市
・岡崎城を含む公園内にコンテナハウス型のクーリング

シェルターを設置
令和５年７月１日（土）～９月18日（月）
開放時間は9:00～17:00
どうする家康大河ドラマ館横に設置

https://okazaki-kanko.jp/okazaki-park/program/4571
・クールシェアスポットは市内公共施設（13か所）と民間

施設（１か所）を指定

【三重県】
〇桑名市
・市内公共施設（31か所）をクーリングシェルターに指定

令和５年７月１日（土）～９月30日（土）
開放時間は施設の開館時間に準ずる

https://www.city.kuwana.lg.jp/hokeniryo/kenkou/2022070
1nechcuushou.html



熱中症対策に係る地域の可能性（私見）

◆自社製品・サービスの特性や企業の持つ
人材・資源を活かし、自治体の熱中症対
策を強力にサポート（対策へのアドバイ
ス、研修等の実施

【例えば】
• 弁当や宅配の配達時に、声掛けを実施で

きないか
• 従業員への熱中症対策の研修ノウハウを

活かして、地域活動での積極的な熱中症
弱者への普及啓発を実施できないか

• 企業の軒先を休憩処にできないか
• 夏休み期間中に、団地内の集会施設の活

用できないか

◆在宅訪問を行い、居住者の状況や体調を
確認する等、熱中症予防に関する声かけ、
見守りを実施

◆高齢者向けの健康教室、体操教室にて熱
中症予防に関する声かけを実施

◆熱中症予防を考えるイベントやワーク
ショップを開催

【例えば】
• 企業等への熱中症対策研修の実施や講師

派遣
• 必要な行政手続きの代行や自治体の意見

交換の実施

民間企業 地域のNPO法人等

一般社団法人等



熱中症対策にも役立つ施設

暑い時期は観光拠点等で、暑熱対策施設
（クーリングシェルター）として市民に利用
そのほかの時期には、ワークスペースとして、
キャンプ場等でワーケーションに活用
災害時や緊急時には隔離施設や対策拠点とし
て活用
出典：愛知県岡崎市



脱炭素との組み合わせ

長野県軽井沢町のキャンプ場に設置
災害時には軽井沢町及び愛知県での運用が計画されて
いる

環境省補助事業「平時の脱炭素化と災害時の安心を
実現するフェーズフリーの省CO2独立型施設支援事
業」を活用して、導入されたコンテナハウス



家庭での省エネを後
押して、健康を保つ
ことで、熱中症や
ヒートショックなど
の家庭での発生を予
防する

国土交通省・経済産業省・環境省の３省連携による省エネ支援



街中のテナントや空
き家を省CO2改修す
ることで、効率の良
い避難施設とする

暑熱ピーク時にも少
ないエネルギーでの
運用が可能になる

既存建築物や空き家への省エネ支援



熱中症弱者の声掛け
等を安定して行うた
めに、デリバリーを
行う事業者のCN化
を支援

事業者のCNを支援
しながらレジリエン
スや自治体職員不足
への対応を組み合わ
せる

CN時代の安定的な地域物流を支援
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